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 The Variety of Notation in the Romanized Version of the 
Gospel of John published in 1873. 
―Centered on Hyphenation and the Euphonic Change Form―
 Takashi MATSUMOTO
　　A variety of notation is seen in the romanized version of the Gospel 
of John, which J. C. Hepburn translated and published in New York in 
1873. Apart from misspellings and a lack of unity caused by carelessness, 
the confused transitional situation surrounding the Japanese language 
might have had an infl uence on the writer's awareness, and may have 
generated pluralities of notation and word form variety. This paper 
investigated the existence of multiple spellings and particularly the 
hyphenation and euphonical changes of verbs, and found the following 
connections between the factors and variations: (1) There are cases 
which show the writer’s sense of language, such as awareness of word 
formation, etymology, style, and so on, have affected the presence or 
absence of hyphens in words. (2) Extensive use of the u-euphony form 
(the "u" sound change) of verbs, rather than the double consonant 
euphony form, reflects an awareness regarding the Western dialectal 






















した．例えば「0203」は第 2 章 3 節からの引用であることを示す．上 2 桁
が章，下 2 桁が節を表す．
1-1．漢字仮名交じり版や英語版よりも優れたローマ字版の表記法











1 8 7 3 年 刊
ーマ字版と漢
1 8 7 2 年 刊
字仮名交じり版のヨハネ第 2 章 3 ～ 5 節
3Budōzake ni kotokaki nureba, Iesu no haha kare ni ii-keru wa, Karera ni budō-zake 
aradzu. 4Iesu kare ni ii-keru wa, Onna ya, ware ni oite nanzo adzukaran ya, waga 
toki imada itaradzu. 5Sono haha shimobe domo ni, Kare ga nanjira ni nanigoto nite 






























































イエスは言う「Ware wa waga Chichi ni mishi koto wo ii, nanjira wa 
nanjira no chichi yori kikishi koto wo nasu. (0838)」と．さらに続けて
「Nanjira wa nanjira no akuma no chichi yori nareba, kononde sono chichi 
no yoku wo nasu. (0844)」と述べ，悪魔の「chichi」を糾弾する．また大
文字の「Tama」と小文字の「tama」も異なる．イエスが「Kami wa 














　先の資料 1 のなかでハイフンは，「ii-keru」が 2 件，それに「ii-tsugen」














































の「ども」と資料 1 内 5 節の「shimobe domo」あるいは別の箇所の
「mono-domo」は 3 語それぞれ異なる表記法をとっている．同じ付属語の
「domo」 で あ っ て も， 書 き 手 は「shimobe domo ＞ mono-domo ＞
kodomo」の順に，左側ほど独立性が高く，先行する自立語との密着度が







「Iesu/Yesu/Jesu」の 3 通りに揺れている（鈴木 2012: 10）．主用する「Iesu」
317 件に「Yesu」3 件が混在し，「Jesu」が 1 件だけ例外的に見られる．
ア行の /ie/ とヤ行の /je/ は音声を考察する面白い素材になりそうだが，
今回このような異綴りの問題には立ち入らない．





　この節では，本福音書におけるハイフンの用法を資料 2 の 10 種に類型
化して全体像を把握する．あわせて，揺れの具体例を取り上げて検討する．
【資料 2】ローマ字版ヨハネ福音書内ハイフン主要用法（括弧内の語は例外）
（ア）複合動詞 waki-idzuru, tori-aguru, nashi-owaru, tsure-yuku, kari-komu, oi-idasu
（イ）複合名詞 budō-zake, ishi-game, kane-ire, kane-oki-ba, kari-ire-doki, toshi-yori
（ウ）副詞 tagai-ni, tomo-ni, tsui-ni, tadachi-ni, ima-sara-ni, tachi-dokoro-ni, ai-tagai-ni
（エ） 形容動詞 akiraka-ni, arawa-ni, hisoka-ni, sumiyaka-ni（ki-mama ni, takenawa 
ni）
（オ）付属語 ii-keru, ii-shi, oi-nureba, negaishi-kaba, itsukushimi-tamau（koko-ni）
（カ）同語反復 ware-ware, ono-ono, moro-moro, shiba-shiba, masu-masu, sama-zama
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（キ）接辞 mi-na, ko-bune, ko-yakunin, kuni-jū, uchi-jū, kodomo-ra, mono-domo
（ク） 漢語 Sei-rei, jū-ji-ka, kuwai-dō, katsu-rei, motsu-yaku, shi-zai, ji-satsu, hiyō-gi-
yaku
（ケ）助数詞 futsu-ka, futa-go, futa-tabi, mi-tabi, hiyak-kin




　先の資料 1 で引用したカナの婚礼の冒頭部（ヨハネ第 2 章 3 ～ 5 節）で
見たように，本書はハイフンをあまり多用せず，目立たない控えめな存在















行する際の定型表現「… ii-keru wa, …」が 237 件あらわれ，ハイフンのな
い例外は 1 件「karera ni iikeru wa, …(0750)」しか見られない．逆に（オ）
右端括弧内，ハイフン付きの「koko-ni」は例外的で 1 件しか見られず，
ほかの 36 件はハイフンのない「koko ni」で占められる．類例としてハイ























































































　副詞としての「まことに」はこの福音書 21 章全体で 58 回あらわれ，そ
のうち 46 件がハイフン付きの「makoto-ni」で，残る 12 件はハイフンの
ない「makoto ni」という形をとる．下の資料 3 に，各「章」ごとの，ハ
イフンが「有」る「makoto-ni」と，ハイフンが「無」い「makoto ni」の
用例件数を掲げた．負号「－」は用例が見られないことを意味する．
【資料 3】各章のハイフン有り makoto-ni とハイフン無し makoto ni の用例件数 
章 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 合計
有 － － 6 1 6 3 2 6 － 4 － 1 9 2 － 4 － － － － 2 46
無 2 － － 1 － 6 － 2 － － － － － － － － 1 － － － － 12
　ハイフン付き 1 語の「makoto-ni」が本書全体にわたって広く多く用い
られているのに比べ，ハイフンなし 2 語の「makoto ni」は，まばらにし
か見出せない．ハイフンのない 12 件のうち半分の 6 件は，例の決まり文
句「Makoto ni, makoto ni, nanjira ni tsugen, …」にあらわれる（0151, 
0647, 0653）．残りの 6 件は，修飾する動詞の直前におかれた「makoto ni 
yurusaru beshi (0836)/makoto ni shiri (1708)」や，断定の「なり」にかか




　資料 3 の 12 件以外にも「makoto ni」が 8 件見られるが，これらは名詞
の「まこと」の後に格助詞（副助詞的な用法としてでなく）の「に」が続
くもので，副詞として機能していない．例として第 18 章 37 節の後半部分
を取り上げよう．捕らえられたイエスが，ローマ総督ピラトに「汝は王な
るか」と尋問されて，次のように答える．「Shikari, ware wa ō nari. Ware 
no umareshi koto, mata ware no seken ni kitareru koto wa, (1)makoto ni 
shōko wo nasan to suru tame nari. Subete (2)makoto ni tsuku mono wa 
waga koye wo kiku.」．このイエスの言葉の中に「makoto ni」が 2 度あら
われる．(1) は副詞のようにも見えるが，(2) と同じ名詞である．(1) も (2)
も現行の新共同訳聖書で「真理」と訳される名詞の「makoto」である．
第 5 章 33 節「Nanjira hito wo Yohanne ni tsukawaseshi ni, kare (3)makoto 
ni tsuite shōko seri.」内の「(3)makoto」は「ni tsuite」が後続しているた
め (1) よりも名詞であることがわかりやすい．「(1)makoto ni shōko wo 
nasan」の「ni」は (3) と同じ「ni tsuite」の意味である．(1) ～ (3) のほか
の「makoto ni」5 件も「真理」（0844, 1613, 1717, 1719）あるいは「真実」
（0718）を意味する名詞である．
　名詞の「makoto」は「～に」以外の場合も当然ながら，後続の付属語
との間にハイフンと置かない．例えば「Kami wa makoto nari (0333)」や








　　　　　　　　　「まことに makoto ni」 「汝らに nanjira ni」
　　　　名詞　　　
 「ここに koko-ni」　　　
　　　　　　　　　「まことに makoto ni」 「たけなわに takenawa ni」
　　　　形容動詞　











　第 6 章 55 節「Kore, waga niku wa (1)makoto ni kui-mono, mata waga 









述語」と，新共同訳の「名詞 + の + 名詞」とが対応する類例として，第
4 章 23 節「Makoto ni matsuru hito/ まことの礼拝をする者たち」が挙げ
られる．
　上の資料 4「まことに」の右側に掲げた 2 対 4 語は，名詞と形容動詞そ
れぞれに見られるハイフンの有無，つまり用法が揺れ動いた実例である．
名詞に「に」が後続する場合，ふつうはハイフンを挿入しない．上段の
























































「seken 世間 /shinrui 親類 /kerai 家来 /chiugi 忠義 /bugu 武具」など一般
的な語にハイフンは用いられない．
　漢語をローマ字に転写する難しさを，ヘボンが関わった 3 種のローマ字
版（Hepburn 1873, 1880, 1892）の比較を通して考えてみよう．第 19 章 39
節の後半部分を下に資料 5 として引用した．
【資料 5】ローマ字版 3 種の比較，ヨハネ第 19 章 39 節の後半部分
1873 年版 hiyak-kin bakari no motsu-yaku rokuwai wo mazete, tadzusaye kitareri. 
1880 年版  motsu-yaku to, ro-kǔwai wo maze, oyoso hǐyak-kin bakari tadzusaye 
kitaru. 














　1880 年版は 3 つの漢語「motsu-yaku/ro-kǔwai/hǐyak-kin」すべてにハ
イフンが施されている．逆に 1892 年版はハイフンなしの続け書きで，両
者は対照的な漢語の表記をしている．心内辞書を漢語部門に限定して検索
しやすいのは 1880 年版である．1873 年版は 3 漢語中「rokuwai」にだけ
ハイフンがなく，読者が語種の判定をしなければならない．さらに邦訳文
として問題なのは「motsu-yaku」と「rokuwai」の間に「to」がないこと
である．ほかの 2 つの版は両語の間に「to」が入っている．しかも 1880















































　1873 年刊ローマ字版ヨハネ福音書 21 章全体で「言う」のテ形は 14 件
見られ，うち 12 件までを原形「iite」が占め，ウ音便「iute」と促音便「itte」






























同じ綴りの別語「言って itte」が 1 件見られるが，上述の通り「言う」の
テ形も全 14 件中 12 件を原形「iite」が占め，促音便「itte」とウ音便「iute」
は各 1 例ずつ例外的に加わるにすぎない．使用頻度の高い動詞で原形を専







件「Shimon Petero tatte midzukara wo atatametari. (1825)」が観察される．
　また「～を拠り所として」という意味の「拠る」を用いた連語「～によ
る」は，原形「… ni yorite」が優勢で 51 件を占めるが，促音便「… ni 
yotte」も 12 件見られる．なお文頭の接続詞では 10 件すべてが「Yotte」
であり，「Yorite」という接続詞は見られない．下の資料 6 は各「章」ご
とに，「原」形の「… ni yorite」と「促」音便の「… ni yotte」が，「地」
の文と発「話」文にどれだけ使用されているかを示すものである．負号「－」
【資料 6】原形「～によりて」と促音便「～によって」の分散　　　　　　　　　
章 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 合計
原 ･ 地 1 － － 1 － 1 1 － 1 1 1 3 － － － － － 1 － 2 1 14
原 ･ 話 － － 3 － 3 2 2 3 2 4 1 1 1 4 4 5 2 － － － － 37
促 ･ 地 1 － － 1 － － － － － － 1 － － － － － － － － － 1 4
促 ･ 話 － － 1 1 － － 1 － － － － － 2 － － 2 － － － 1 － 8
102 松　本　　隆
は用例のないことを意味する．なお原形 51 件には「寄りかかる」という





　下に資料 7 として引用した 2 対の文は 4 例ともイエスの発話である．(1)
では「(a) ni yorite/(b) ni yotte」が同じ「iishi」に後接し，(2) では「iishi (tokoro 
no) koto」に後接している．このように「(a) ni yorite」と「(b) ni yotte」は，
ほぼ区別なく併用されている．
【資料 7】原形「～によりて」と促音便「～によって」の併用例
　 (1a) Kami no Ko nari to iishi ni yorite, kegasu koto wo iu to iwan ya. (1036) 
　 (1b) kono koto wo iishi ni yotte, urei nanjira no kokoro ni miteri. (1606)
　 (2a) Ima nanjira waga iishi tokoro no koto ni yorite kiyoku nari. (1503) 






　また「適う / 叶う」の連体形は非音便「kanau」のまま，例えば「seisho 
ni kanau tame ni (1712)」ほか 4 件のように用いるが，助動詞「～まじ」
にかかる連用形ではウ音便「kanō(maji)」に変わり「Kami no kuni wo 

















は促音便「…wo motte」という連語の形で 7 件用いられており原形
「mochite」は見られない．
　（ⅲ）イ音便だけを専用する動詞に「聞く / 引く / 解く / 背く」がある．
「聞く」のテ形 15 件は，すべてイ音便「kiite」が占め，原形「kikite」は
見られない．ほか 3 語は「hiite/toite/somuite」が各 1 件だけ見られる．
　このほか場所を示す連語「… ni oite/… ni okite」は前者のイ音便が 26
件すべてを占め後者の原形は見られない．また「～に関して」という意味
の連語「… ni tsuite/… ni tsukite」では，イ音便の「tsuite」が 43 件ある
のに対し，原形「tsukite」は例外的に 1 件「Ōku no hito kore ni tsukite 




　テ形にウ音便をとるハ行四段活用動詞は「会ふ / 言ふ / 負ふ / 請ふ / 問
ふ / 洗ふ / 奪ふ / 願ふ」の 8 語が確認できる．これに加えハ行下二段活用
の「仕ふ / 訴ふ」の 2 語が，テ形ではないが，連体形「tsukōru/uttōru」
にウ音便をとっている．いっぽう促音便をとるハ行四段動詞は「言ふ / 従
ふ」，タ行四段の「立つ / 持つ」とラ行四段の「拠る」を加えた 5 語が確
認できる．これら各語の用例件数を次頁に資料 8 として示した．ウ音便の
右端「適ふ」は前述のように「kanō(maji)」という音便形をとっている．








純粋な動詞は「言ふ」と「立つ」の 2 語（2 件）だけになる．いっぽうウ
音便の 11 語（のべ 17 件）は，すべて動詞として機能している．






促音便をとりうる 7 語は，標準的な語形の座を「会って / 言って / 負って














ウ音便 会ふて 言ふて 負ふて 請ふて 問ふて 洗ふて 奪ふて 願ふて 仕ふる 訴ふる 適ふ
（計 17） 2 1 1 2 1 1 1 3 2 2 1
促音便 言って 立って ～に従って ～をもって ～によって よって（接続詞）
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